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第 68回全日本剣道選手権大会
第 59回全日本女子剣道選手権大会

第 43 回全国高等学校柔道選手権大会
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男子決勝戦＝松﨑（右）が出ばな小手を決める

松
﨑
賢
士
郎
、
諸
岡
温
子
が
初
優
勝

史
上
初
の
男
女
同
時
開
催

　
第
68
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

　
第
59
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会



3

　

剣
道
日
本
一
を
決
め
る
第
68
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
（
男
子
）
と
第
59
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大

会
（
い
ず
れ
も
全
日
本
剣
道
連
盟
主
催
︑
長
野
県
剣
道
連
盟
主
管
）
が
３
月
14
日
︑
長
野
市
真
島
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ア
リ
ー
ナ
﹁
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
﹂
で
開
催
さ
れ
た
︒
大
会
に
は
︑
各
都
道
府
県
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
代
表

選
手
男
女
各
64
名
が
出
場
︒
男
子
は
茨
城
県
代
表
の
松ま
つ

﨑ざ
き

賢け
ん

士し

郎ろ
う

四
段
（
22
）
＝
筑
波
大
４
年
＝
︑
女
子
は
東

京
都
代
表
の
諸も
ろ

岡お
か

温あ
つ

子こ

三
段
（
20
）
＝
中
央
大
２
年
＝
の
︑
共
に
大
学
生
が
初
の
栄
冠
に
輝
い
た
︒

　

例
年
︑
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
は
11
月
に
日
本
武
道
館
で
︑
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
は
９
月
に
ホ

ワ
イ
ト
リ
ン
グ
で
開
か
れ
て
い
る
が
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
両
大
会
と
も
に
延
期
と
な

り
︑
史
上
初
の
男
女
同
時
開
催
と
な
っ
た
︒

　

参
加
選
手
も
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
警
察
官
が
出
場
を
見
送
っ
た
た
め
︑
実
業
団
・
大
学
生
が
中
心
︒
初
出
場
者
は

94
名
と
な
っ
た
︒
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ニュース　全日本剣道・全日本女子剣道選手権大会 

◇
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

　

前
回
大
会
準
優
勝
の
松
﨑
賢
士
郎
（
茨

城
・
筑
波
大
４
年
）は
、初
戦
で
髙こ
う

優ゆ
う

司じ（
大

阪
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
と
対
戦
。
硬
さ
の

見
ら
れ
る
松
﨑
に
対
し
、
髙
は
積
極
的
に

攻
め
、
見
事
な
出
ば
な
小
手
を
決
め
て
先

制
し
た
。
し
か
し
、
松
﨑
は
直
後
に
面
返

し
胴
を
決
め
て
追
い
つ
く
と
、
最
後
は
髙

の
手
元
を
浮
か
せ
、
豪
快
に
跳
び
込
み
面

を
決
め
て
逆
転
勝
利
。
２
回
戦
は
矢や

野の

博ひ
ろ

之ゆ
き

（
長
野
・
文
化
学
園
長
野
高
教
員
）
に

跳
び
込
み
面
で
、３
回
戦
は
宮み
や

﨑ざ
き

東と
う

平へ
い（
長

崎
・
瓊け
い

浦ほ
う

高
教
員
）
に
延
長
戦
で
小
手
を

奪
い
、順
調
に
準
々
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
。

　

も
う
一
方
は
２
回
目
の
出
場
と
な
る
白し
ろ

木き

恒こ
う

二じ

郎ろ
う

（
徳
島
・
川
島
高
教
員
）
が
勝

ち
上
が
っ
た
。
白
木
は
初
戦
で
石い
し

田だ

雄ゆ
う

二じ

（
東
京
・
大
塚
家
具
）、
２
回
戦
で
山や
ま

川か
わ

泰た
い

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
︑
全
日
本
剣
道
連
盟
剣
道
試
合
・
審
判
規
則
と
同

細
則
お
よ
び
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
試
合
方
法
（
フ
ェ
ー
ス
シ
ー

ル
ド
・
マ
ス
ク
の
着
用
︑
鍔つ
ば

競ぜ

り
合
い
を
避
け
る
な
ど
）
に
よ
り
行
わ
れ
た
︒
試
合

は
３
本
勝
負
︑
試
合
時
間
は
５
分
と
し
︑
時
間
内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
延
長

戦
を
行
い
︑
先
に
１
本
を
と
っ
た
者
を
勝
者
と
し
た
︒

二じ

（
沖
縄
・
大
工
）、
３
回
戦
で
杉す
ぎ

本も
と

航こ
う

輝き

（
神
奈
川
・
日
体
大
４
年
）
を
破
り
、

初
め
て
の
準
々
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

　

松
﨑
と
白
木
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た

準
々
決
勝
第
１
試
合
は
、
共
に
得
意
の
面

を
中
心
に
攻
め
る
が
決
め
手
を
欠
き
、
勝

負
は
延
長
戦
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
２
回
目

の
延
長
突
入
後
の
40
秒
過
ぎ
に
試
合
は
動

い
た
。
白
木
が
胴
を
ね
ら
い
、
一
瞬
手
元

が
浮
い
た
と
こ
ろ
を
松
﨑
は
逃
さ
ず
、
小

手
を
押
さ
え
て
勝
負
あ
り
。
松
﨑
が
２
年

連
続
の
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

◇
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

　

大
会
初
出
場
な
が
ら
、
２
０
１
８
年
世

界
選
手
権
代
表
メ
ン
バ
ー
の
星ほ
し

子こ

啓け
い

太た

（
鹿
児
島
・
筑
波
大
４
年
）
に
注
目
が
集

ま
っ
た
。
星
子
は
初
戦
で
九
州
学
院
高
時

代
の
１
年
先
輩
で
あ
る
本ほ
ん

間ま
し

渉ょ
う

（
千
葉
・

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）
と
対
戦
。
本

間
と
は
全
日
本
学
生
優
勝
大
会
の
決
勝
、

大
将
戦
で
対
戦
し
て
お
り
、
本
間
に
２
本

取
ら
れ
て
敗
れ
て
い
る
。
勝
負
は
延
長
戦

へ
突
入
す
る
が
、
延
長
３
回
を
経
て
も
勝

負
は
つ
か
ず
、い
っ
た
ん
休
憩（
５
分
間
）

に
入
っ
た
。
試
合
再
開
後
の
延
長
戦
開
始

１
分
過
ぎ
、
つ
い
に
試
合
が
動
い
た
。
本

間
が
居
着
い
た
一
瞬
の
隙
を
星
子
は
見
逃

さ
ず
、
引
き
面
を
決
め
、
苦
し
み
な
が
ら

も
勝
利
し
た
。
続
く
２
回
戦
で
は
金か
ね

子こ

裕ひ
ろ

晃あ
き

（
群
馬
・
澁
川
青せ
い

翠す
い

高
教
員
）、
３
回

戦
で
は
榮
さ
か
え

翔し
ょ

平う
へ
い（

兵
庫
・
刑
務
官
）
と
対

戦
。
い
ず
れ
も
延
長
戦
の
末
に
勝
利
し
、

準
々
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

今
大
会
最
年
少
、20
歳
の
安あ
ん

藤ど
う

千か
ず

真ま（
愛

知
・
立
命
館
大
２
年
）
は
、
初
戦
で
光み
つ

石い
し

理ま
さ

人と

（
山
梨
・
山
梨
樫
の
会
）、
２
回
戦

で
上う
え

田だ

大だ
い

輔す
け

（
鳥
取
・
鳥
取
県
立
武
道

館
）、
３
回
戦
で
同
じ
く
20
歳
の
岩い
わ

部ぶ
ひ

光か
る

（
香
川
・
国
士
舘
大
２
年
）
を
破
り
、
堂
々

の
準
々
決
勝
進
出
。

　

準
々
決
勝
第
２
試
合
は
、
３
度
の
延
長

戦
を
粘
り
強
く
勝
ち
抜
い
た
星
子
と
史
上

最
年
少
優
勝
を
狙
う
安
藤
の
大
学
生
同
士

の
対
戦
と
な
っ
た
。
試
合
は
星
子
が
ペ
ー

ス
を
握
り
、
小
手
を
中
心
に
攻
め
る
展
開

が
続
く
。
対
す
る
安
藤
も
、
星
子
の
攻
め

を
な
ん
と
か
し
の
ぎ
、
勝
負
は
延
長
戦
へ

突
入
。
星
子
は
延
長
戦
に
入
っ
て
か
ら
も

小
手
を
ね
ら
い
、
積
極
的
に
前
に
出
る
。

　

男　

子

準々決勝②＝延長の末、星子（右）が安藤から面を奪う

準々決勝①＝松﨑（左）が小手を決める

１
回
戦
～
準
々
決
勝
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そ
し
て
、
２
回
目
の
延
長
に
入
る
と
、
星

子
の
小
手
を
中
心
と
し
た
攻
め
が
つ
い
に

実
を
結
ぶ
。
こ
こ
ま
で
は
単
発
の
小
手
打

ち
だ
っ
た
が
、
小
手
か
ら
右
面
へ
の
鮮
や

か
な
連
続
技
に
安
藤
は
反
応
で
き
ず
面
あ

り
。
ま
た
も
延
長
戦
を
制
し
た
星
子
が
筑

波
大
の
同
級
生
、
松
﨑
が
待
つ
準
決
勝
へ

進
ん
だ
。

◇
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　

混
戦
が
予
想
さ
れ
た
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
を

勝
ち
進
ん
だ
の
は
、
２
回
目
の
出
場
と
な

る
村む
ら

上か
み

雷ら
い

多た（
大
阪
・
大
阪
教
育
大
教
員
）

と
初
出
場
の
森も
り

山や
ま

竜り
ゅ

成う
せ
い（
神
奈
川
・
筑
波

大
３
年
）。
村
上
は
初
戦
、
２
回
戦
と
延

長
戦
を
制
し
て
勝
ち
進
み
、
３
回
戦
で
今

大
会
最
年
長
、45
歳
の
山や
ま

本も
と

有ゆ
う

樹き

（
東
京
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
と
対

戦
。
山
本
が
跳
び
込
み
面
で
先
に
一
本
を

奪
う
が
、
村
上
は
出
ば
な
小
手
、
跳
び
込

み
面
を
決
め
て
逆
転
勝
ち
。
村
上
が
準
々

決
勝
へ
勝
ち
進
ん
だ
。

　

も
う
一
方
は
筑
波
大
３
年
の
森
山
が
初

戦
で
藤ふ
じ

岡お
か

弘ひ
ろ

径み
ち

（
福
岡
・
福
岡
第
一
高
教

員
）、
２
回
戦
で
橋は
し

本も
と

将ま
さ

輝き

（
京
都
・
筑

波
大
４
年
）、
３
回
戦
で
山や
ま

下し
た

和か
ず

真ま

（
茨

城
・
茗
渓
学
園
中
・
高
教
員
）
を
破
り
、

初
出
場
な
が
ら
準
々
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

村
上
と
森
山
、
と
も
に
初
め
て
の
準
々

決
勝
進
出
者
同
士
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た

準
々
決
勝
第
３
試
合
は
、
開
始
15
秒
過

ぎ
、
村
上
が
一
足
一
刀
の
間
合
か
ら
思
い

切
り
跳
び
込
ん
で
面
を
決
め
、
村
上
が
先

制
。
森
山
も
フ
ェ
イ
ン
ト
で
村
上
の
手
元

が
浮
い
た
瞬
間
に
豪
快
に
跳
び
込
ん
で
面

を
取
り
返
す
。
し
か
し
、
追
い
つ
か
れ
た

村
上
に
焦
り
は
見
ら
れ
ず
、
森
山
が
面
に

く
る
出
ば
な
を
小
手
で
押
さ
え
、
初
の
準

決
勝
進
出
を
決
め
た
。

◇
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

　

第
65
回
大
会
で
３
位
の
林は
や

田し
だ

匡き
ょ

平う
へ
い（
福

井
・
丸
岡
高
教
員
）
は
、
大お
お

平ひ
ら

翔し
ょ

士う
し

（
栃

木
・
筑
波
大
２
年
）
と
の
初
戦
で
先
に
面

を
取
ら
れ
る
が
、
得
意
の
跳
び
込
み
面
を

２
本
取
り
返
し
て
逆
転
勝
ち
す
る
と
勢
い

に
乗
っ
た
。
２
回
戦
で
野の

崎ざ
き

将ま
さ

秀ひ
で

（
北
海

道
・
東
京
学
芸
大
３
年
）、
３
回
戦
で
林
は
や
し

田だ

浩ひ
ろ

志し

（
福
岡
・
福
岡
刑
務
所
）
に
勝
利

し
、
準
々
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

も
う
一
方
は
松
崎
、
星
子
と
筑
波
大
の

同
級
生
で
あ
る
白し
ら

鳥と
り

湧ゆ
う

也や

（
千
葉
・
筑
波

大
４
年
）
が
初
戦
で
佐さ

伯え
き

太た

郎ろ
う

（
宮
崎
・

高
千
穂
高
教
員
）、
２
回
戦
で
長お
さ

田だ

悠ゆ
う

樹き

（
静
岡
・
同
志
社
大
３
年
）、
３
回
戦
で
中な
か

嶋し
ま

優ゆ
う

樹き

（
東
京
・
三
菱
商
事
）
を
破
り
、

準
々
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

林
田
対
白
鳥
の
準
々
決
勝
第
４
試
合

は
、
い
き
な
り
林
田
が
動
い
た
。
開
始
３

秒
、
一
足
一
刀
の
間
合
か
ら
思
い
切
っ
て

面
に
跳
び
込
む
。
白
鳥
も
胴
を
返
す
が
林

田
の
面
に
旗
が
２
本
上
が
り
、
林
田
が
先

制
し
た
。
そ
の
直
後
、
ま
た
も
林
田
が
跳

び
込
み
面
に
い
く
と
こ
れ
が
決
ま
り
、
林

田
が
試
合
時
間
わ
ず
か
７
秒
、
２
振
り
で

勝
負
を
決
め
、
自
身
２
度
目
の
準
決
勝
に

進
出
し
た
。

（

）

好評発売中

四六判・上製・278頁
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ニュース　全日本剣道・全日本女子剣道選手権大会 

準決勝①＝松﨑（左）が一瞬早く面を決める

○
松
﨑
賢
士
郎
（
茨
城
）　

メ　

︱
︱　
　

星
子　

啓
太
（
鹿
児
島
）

　

２
年
連
続
で
準
決
勝
に
進
出
し
た
松
﨑
と
前
回
大
会
で
松
﨑
の
付
き

人
を
務
め
、
初
出
場
な
が
ら
接
戦
を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
星
子
に
よ
る

筑
波
大
学
の
同
学
年
対
決
と
な
っ
た
。
大
学
で
は
星
子
が
主
将
で
松
﨑

が
副
主
将
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
あ
り
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
。
直
近

で
は
一
昨
年
、
第
67
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
の
決
勝
で
対
戦

し
て
お
り
、
こ
の
時
は
星
子
が
勝
っ
て
い
る
。

　

手
の
内
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
両
者
だ
け
に
試
合
開
始
か
ら
互
角
の

せ
め
ぎ
合
い
が
続
く
が
、
試
合
時
間
残
り
30
秒
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
均

衡
は
破
ら
れ
る
。
星
子
が
得
意
の
小
手
に
打
っ
て
出
た
瞬
間
、
松
﨑
も

得
意
の
面
に
跳
ぶ
。
松
﨑
が
一
瞬
早
く
面
を
決
め
、
２
年
連
続
の
決
勝

進
出
を
果
た
し
た
。

○
村
上　

雷
多
（
大
阪
）　

メ　

︱
︱　
　

林
田　

匡
平
（
福
井
）

　

２
回
目
の
出
場
で
初
め
て
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
村
上
と
、
第
65
回

大
会
以
来
３
大
会
ぶ
り
の
準
決
勝
進
出
と
な
っ
た
林
田
。
筑
波
大
学
出

身
の
２
人
に
よ
る
対
戦
と
な
っ
た
。

　

試
合
は
い
き
な
り
動
い
た
。
開
始
30
秒
過
ぎ
、
村
上
が
剣
先
を
下
げ

一
歩
踏
み
出
し
て
攻
め
入
る
と
林
田
は
下
が
っ
て
間
を
外
す
。
し
か

し
、
村
上
は
そ
こ
か
ら
思
い
切
っ
て
面
に
跳
び
込
む
。
林
田
も
小
手
に

い
く
が
村
上
の
竹
刀
が
一
瞬
早
く
林
田
の
面
を
捉
え
、
村
上
が
先
制
し

た
。
取
り
返
し
た
い
林
田
は
積
極
的
に
前
に
出
る
が
、
村
上
は
林
田
の

攻
め
を
う
ま
く
さ
ば
き
、
有
効
打
を
許
さ
な
い
。
そ
の
ま
ま
試
合
は
終

了
し
、
村
上
が
初
め
て
決
勝
に
進
出
し
た
。

準決勝②＝村上（右）の豪快な跳び込み面が決まる

準決勝①　

準決勝②　
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○
松
﨑
賢
士
郎
（
茨
城
）　
メ
コ
︱
︱　

村
上　

雷
多
（
大
阪
）

　

筑
波
大
学
Ｏ
Ｂ
の
村
上
と
筑
波
大
学
４
年
の
松
﨑
。
ど
ち
ら
が
勝
っ

て
も
初
優
勝
と
な
る
。

　

開
始
１
分
、
松
﨑
は
出
ば
な
を
狙
っ
て
面
に
い
く
が
こ
れ
は
村
上
が

し
っ
か
り
受
け
る
。
開
始
２
分
過
ぎ
、
松
﨑
が
思
い
切
っ
て
面
に
跳
び

込
む
が
村
上
は
剣
先
を
崩
さ
ず
決
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、
積
極
的
に
技

を
繰
り
出
す
松
﨑
に
試
合
の
流
れ
は
徐
々
に
傾
い
て
い
く
。
２
分
50
秒

過
ぎ
、
村
上
が
前
に
出
て
間
合
を
詰
め
よ
う
と
す
る
が
松
﨑
は
そ
れ
を

許
さ
ず
、
体
を
退ひ

き
、
間
を
詰
め
さ
せ
な
い
。
そ
し
て
次
の
瞬
間
、
松

﨑
は
剣
先
を
く
る
り
と
回
転
さ
せ
、
思
い
切
っ
て
面
に
跳
び
込
む
。
村

上
も
面
に
い
く
が
完
全
に
出
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
赤
旗
が
３
本
挙
が

決勝戦＝松﨑（左）が跳び込み面を決めて先制する

り
、
松
﨑
が
先
制
し
た
。

　

残
り
時
間
が
２
分
を
切
り
、
何
と
か
取

り
返
し
た
い
村
上
。
し
か
し
、
松
﨑
は
村

上
の
動
き
が
よ
く
見
え
て
お
り
、
反
撃
を

許
さ
な
い
。
そ
し
て
、
開
始
３
分
15
秒
、

松
﨑
は
村
上
が
面
に
き
た
と
こ
ろ
を
完
璧

な
出
小
手
で
押
さ
え
る
。
そ
の
瞬
間
、
赤

旗
が
３
本
パ
ッ
と
上
が
っ
て
勝
負
あ
り
。

松
﨑
が
筑
波
大
の
先
輩
で
あ
る
竹
ノ
内
佑

也
（
第
62
回
大
会
）
以
来
、
学
生
で
の
優

勝
を
成
し
遂
げ
た
。

初優勝を決めた松崎

決勝戦　

決勝戦＝対峙する村上（左）と松﨑
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女　

子
○
諸
岡　

温
子
（
東
京
）　

メ
メ
︱
︱　

メ　

竹
中　

美
帆
（
栃
木
）

　

準
々
決
勝
ま
で
得
意
の
面
で
試
合
を
制
し
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
諸

岡
と
、
前
回
大
会
３
位
の
竹
中
に
よ
る
対
戦
と
な
っ
た
。

　

試
合
序
盤
か
ら
両
者
、
激
し
い
打
ち
合
い
が
続
く
。
開
始
１
分
過

ぎ
、
諸
岡
は
小
手
に
い
く
が
決
ま
ら
ず
、
逆
に
竹
中
が
返
し
面
を
打
ち

込
み
先
制
す
る
。
し
か
し
、
諸
岡
は
こ
の
一
本
を
き
っ
か
け
反
撃
に
転

ず
る
。
試
合
再
開
か
ら
わ
ず
か
15
秒
後
、
諸
岡
が
跳
び
込
み
面
を
決
め

て
竹
中
に
追
い
つ
き
、
試
合
は
そ
の
ま
ま
延
長
戦
へ
突
入
。
そ
の
１
分

後
、
両
者
面
に
跳
び
込
む
が
、
一
瞬
早
く
諸
岡
の
竹
刀
が
竹
中
の
面
を

捉
え
る
。
旗
は
諸
岡
に
３
本
上
が
っ
て
試
合
終
了
。
諸
岡
が
見
事
逆
転

勝
利
し
、
初
の
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
。

準決勝①＝諸岡（右）が跳び込み面で竹中に追いつく

○
山
﨑

里
奈
（
宮
崎
）　

メ
メ
︱
︱　

メ　

小
松　

加
奈
（
青
森
）

　

明
治
大
学
３
年
の
山
﨑
と
同
４
年
の
小
松
の
先
輩
・
後
輩
対
決
。
両

者
は
一
昨
年
の
第
53
回
全
日
本
女
子
学
生
選
手
権
の
決
勝
で
対
戦
し
て

お
り
、
こ
の
時
は
小
松
が
勝
っ
て
い
る
。

　

互
い
に
手
の
内
を
知
っ
て
い
る
た
め
か
、
両
者
序
盤
か
ら
探
り
合
う

中
、
先
に
決
め
た
の
は
山
﨑
。
小
松
が
小
手
を
打
と
う
と
剣
先
を
上
げ

た
と
こ
ろ
に
山
﨑
が
素
早
く
面
を
打
ち
込
み
一
本
を
先
取
す
る
。
し
か

し
、
残
り
時
間
１
分
、
両
者
共
に
面
を
打
つ
と
一
瞬
早
く
小
松
の
面
が

決
ま
っ
て
取
り
返
す
。
そ
の
後
は
互
い
に
技
を
繰
り
出
す
機
会
を
窺う
か
がう

も
決
め
手
を
欠
き
、
試
合
は
延
長
戦
へ
。
そ
し
て
、
延
長
戦
開
始
１
分

半
、
山
﨑
が
小
松
の
手
元
が
上
が
っ
た
瞬
間
を
見
逃
さ
ず
に
面
を
決
め

て
勝
利
。
２
年
前
の
雪
辱
を
晴
ら
し
、
決
勝
戦
へ
。

準決勝②＝山﨑が２本目の面を決めて決勝進出を果たす

準決勝①　

準決勝②　
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○
諸
岡

温
子
（
東
京
）　

メ　
︱
︱　
　

山
﨑　

里
奈
（
宮
崎
）

　

決
勝
は
初
出
場
の
諸
岡
と
２
度
目
の
出
場
の
山
﨑
の
顔
合
わ
せ
。
両

者
は
共
に
中
村
学
園
女
子
高
の
卒
業
生
。

　

試
合
は
序
盤
か
ら
、
両
者
が
技
を
仕
掛
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
う
も

決
め
き
れ
な
い
。
時
折
、
諸
岡
が
面
に
跳
び
込
も
う
と
す
る
も
山
﨑
は

こ
れ
を
か
わ
す
。
試
合
は
そ
の
ま
ま
延
長
戦
へ
。
先
に
仕
掛
け
た
の
は

諸
岡
。
開
始
直
後
に
再
び
面
へ
跳
び
込
む
が
こ
れ
は
山
﨑
が
し
っ
か
り

受
け
る
。
そ
の
後
、
山
﨑
が
攻
め
入
る
が
諸
岡
は
構
え
を
崩
さ
ず
、
隙

を
見
せ
な
い
。
そ
し
て
延
長
戦
開
始
１
分
過
ぎ
、
山
﨑
は
小
手
に
、
諸

岡
は
面
に
跳
び
込
む
と
諸
岡
に
旗
が
３
本
上
が
っ
て
試
合
終
了
。
諸
岡

が
初
出
場
で
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

試合直後の諸岡

決勝戦＝延長戦の末、諸岡（右）が面を決める

鋭い面を仕掛ける諸岡（右）

決勝戦　

心技体 人を育てる総合誌
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▽
準
優
勝　

村
上
雷
多
選
手
（
大
阪
）

「
初
戦
は
良
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
試

合
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
積
極
的
に
技
を
出

す
よ
う
気
持
ち
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

面
に
跳
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
結
果
的
に
は
（
面
が
よ
く

決
ま
っ
て
）
良
か
っ
た
で
す
。
最
後
（
決

勝
戦
）、も
う
少
し
や
り
た
か
っ
た
で
す
。

反
省
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
こ

を
稽
古
し
て
来
年
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
」

▽
第
３
位　

星
子
啓
太
選
手
（
鹿
児
島
）

「
結
果
は
悔
し
い
で
す
。
自
分
の
気
持
ち

の
弱
さ
で
あ
っ
た
り
、
下
が
る
相
手
へ
の

対
処
法
が
不
十
分
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

悔
い
の
残
ら
な
い
試
合
を
す
る
こ
と
が
目

標
で
も
あ
っ
た
の
で
、
準
決
勝
ま
で
進
ん

で
松
﨑
と
対
戦
し
、
思
い
切
り
で
き
た
こ

と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
出

場
を
目
指
し
、
結
果
を
求
め
て
稽
古
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
第
３
位　

林
田
匡
平
選
手
（
福
井
）

「
悔
し
い
で
す
。
尻
上
が
り
に
良
く
な
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
準
決
勝
で
は
自
分
の

剣
道
が
全
く
で
き
ず
、
通
用
し
な
か
っ
た

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
３
位
が
２

回
目
で
す
の
で
、
次
こ
そ
は
優
勝
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

　
　

―
―
昨
年
は
決
勝
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

今
年
は
ど
ん
な
思
い
で
決
勝
戦
に
臨
ん
だ

の
で
し
ょ
う
か
。

「
決
勝
の
壁
と
い
う
も
の
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
１
年
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は
な
ん
と

か
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
た
い
と
の
思
い

で
、
自
粛
期
間
中
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

保
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
負
け

た
ら
ま
た
２
位
だ
と
い
う
気
持
ち
も
正
直

あ
っ
た
の
で
す
が
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
に
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
信
じ
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
す
る
こ
と
が
勝
利

に
結
び
つ
く
鍵
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
の

で
、
あ
ま
り
迷
わ
ず
決
勝
戦
に
臨
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

　

―
―
準
決
勝
で
筑
波
大
学
同
学
年
で
あ
る

星
子
選
手
を
破
っ
て
の
決
勝
戦
と
な
り
ま
し

た
。
ど
ん
な
思
い
で
戦
い
ま
し
た
か
。

「
共
に
４
年
間
戦
っ
て
き
た
仲
間
で
あ
る
星

子
に
勝
っ
た
か
ら
に
は
、
決
勝
も
悔
い
の
残

ら
な
い
試
合
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
戦

い
ま
し
た
」

　

―
―
決
勝
戦
は
時
間
内
に
２
本
取
っ
て
の

勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

「
相
手
が
筑
波
大
学
の
偉
大
な
先
輩
で
あ
る

村
上
先
輩
で
し
た
の
で
、
胸
を
借
り
る
つ
も

決
勝
の
壁
を
乗
り
越
え
て
摑つ

か

ん
だ
初
優
勝

◎
優
勝
＝
松
﨑
賢
士
郎
（
茨
城
県
・
筑
波
大
４
年
）

り
で
挑
み
ま
し
た
」

　

―
―
２
本
目
は
小
手
で
決
め
ま
し
た

が
、
昨
年
の
決
勝
の
教
訓
（
昨
年
は
小
手

を
取
ら
れ
て
敗
退
）
が
い
か
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

「
面
だ
け
の
攻
め
で
は
警
戒
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
、
こ
の
１
年
間
、
小
手
も
し
っ
か

り
磨
い
て
き
た
つ
も
り
な
の
で
、
そ
れ
が

最
後
に
決
ま
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」

　

―
―
自
粛
期
間
中
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
保
つ
の
が
難
し
い
期
間
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
い
つ
稽
古
が
再
開
で
き
る
か
不
安
だ
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
た
く

さ
ん
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
今
日
を
迎

え
、
こ
の
よ
う
な
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で

き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

　

―
―
昨
年
が
２
位
、
今
年
は
優
勝
と
い

う
結
果
を
、
今
後
の
人
生
に
ど
う
繋つ
な

げ
て

い
き
ま
す
か
。

「
大
学
院
に
進
学
す
る
の
で
い
ろ
い
ろ
と

忙
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
警

察
官
の
方
々
が
い
な
い
中
で
の
優
勝
で
し

た
の
で
、
こ
の
優
勝
に
驕お
ご

る
こ
と
な
く
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

松﨑賢士郎（まつざき・けんしろう）

長崎県諫
いさ

早
はや

市出身。22 歳。184㌢。小
学１年生のときに真

ま

崎
さき

少年剣道会で剣
道を始める。諫早中学校では全国中学
校剣道大会個人２位。島原高校へ進
み、魁星旗２位、玉龍旗２位、インタ
ーハイ団体２位、同個人３位。筑波大
学に進学し、2019 年全日本学生選手
権大会２位。全日本選手権大会は３回
目の出場で前回大会２位。
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○
準
優
勝
＝
山
﨑
里
奈
（
宮
崎
）

「（
決
勝
戦
で
対
戦
し
た
）
諸
岡
選
手
は

高
校
の
後
輩
で
す
が
、
そ
れ
は
意
識
せ
ず

に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最

後
は
い
い
と
こ
ろ
を
打
た
れ
た
の
で
、
ま

た
出
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
じ
高

校
（
中
村
学
園
女
子
高
）
出
身
者
が
多
く

出
場
し
て
い
た
の
で
自
分
も
負
け
ら
れ
な

い
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
試
合
で
は
上
を
見
る
の
で
は
な
く
、

一
戦
一
戦
目
の
前
の
相
手
に
集
中
す
る
こ

と
を
考
え
た
結
果
、
決
勝
ま
で
上
が
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

挑
戦
者
の
気
持
ち
で
臨
ん
だ
全
日
本
の
舞
台

◎
優
勝
＝
諸
岡
温
子
（
東
京
都
・
中
央
大
２
年
）

多数の入賞者を出した筑波大の現役・卒業生選手と関係者

　

―
―
優
勝
し
た
率
直
な
感
想
を
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

「
優
勝
し
た
と
い
う
実
感
が
湧
か
ず
、

未い
ま

だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
で
す
」

　

―
―
決
勝
戦
は
高
校
時
代
の
先
輩
で

あ
る
山
﨑
選
手
と
の
対
戦
で
し
た
。
ど

の
よ
う
な
気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
か
。

「
初
出
場
だ
っ
た
の
で
、
決
勝
だ
け
で

な
く
全
て
の
試
合
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
。
ま
た
、
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
な
試
合
を
す
る
こ

と
を
意
識
し
ま
し
た
」

　

―
―
決
勝
で
勝
負
が
決
ま
っ
た
瞬

間
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
し
た
か
。

「
な
ん
と
な
く
決
ま
っ
て
い
た
、
と
い

う
感
じ
で
し
た
。
山
﨑
選
手
が
技
を
仕

掛
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
体
が
勝
手

に
反
応
し
て
い
た
感
じ
で
し
た
」

　

―
―
こ
の
大
会
に
は
ど
の
よ
う
な
思

い
が
あ
り
ま
し
た
か
。

「
た
く
さ
ん
の
有
名
な
女
性
剣
士
が
優

勝
さ
れ
て
い
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
見
て

い
た
憧
れ
の
大
会
だ
っ
た
の
で
、
や
り

切
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」

　

―
―
練
習
し
て
き
た
中
で
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
稽
古
が
で
き

な
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
た
め
、
剣
道

が
で
き
る
環
境
は
当
た
り
前
で
は
な
い

こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
精
い
っ
ぱ
い
練
習

に
励
も
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
共
に
練
習
し
て
い
る
仲
間

と
剣
道
を
で
き
る
こ
と
が
楽
し
い
と
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

―
―
今
後
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
結
果

を
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
か

「
９
月
に
も
大
会
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

に
向
け
て
今
回
の
試
合
の
反
省
点
を
い

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

会場となった長野市真島総合スポーツアリーナ「ホワイトリング」
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ニュース　全日本剣道・全日本女子剣道選手権大会 

第68回全日本剣道選手権大会

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

第
４
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
・
松
﨑
賢
士
郎
（
茨
城
）

山本　有樹（東　京）　②　教七

梶原　大輔（大　分）　　　錬六

松田匠太郎（高　知）　　　五段

幡中　聖也（岡　山）　　　四段

竹越　　充（埼　玉）　　　六段

三田　大輔（福　島）　　　六段

村上　雷多（大　阪）　②　五段

寺島　光紀（富　山）　③　錬六

森山　竜成（神奈川）　　　四段

藤岡　弘径（福　岡）　③　五段

尾﨑　泰之（石　川）　　　六段

橋本　将輝（京　都）　　　四段

杉田龍太郎（岐　阜）　　　四段

山下　和真（茨　城）　③　五段

三條　恵介（山　形）　　　五段

今村　侑資（熊　本）　　　五段

白鳥　湧也（千　葉）　　　四段

佐伯　太郎（宮　崎）　　　六段

長田　悠樹（静　岡）　　　三段

沖本　淳樹（山　口）　　　五段

椿　　　武（兵　庫）　　　錬七

髙橋　照知（愛　媛）　　　六段

塚尾　凌河（青　森）　　　四段

中嶋　優樹（東　京）　　　四段

野崎　将秀（北海道）　　　四段

日下　達基（大　阪）　　　五段

大平　翔士（栃　木）　　　三段

林田　匡平（福　井）　③　五段

近本　太郎（愛　知）　　　四段

高瀬　遼太（島　根）　　　五段

林田　浩志（福　岡）　②　錬六

橋本　桂一（埼　玉）　⑥　教七

出場
回数

五段　　　（沖　縄）山川　泰二

錬六　　　（静　岡）二　光哉

六段　　　（東　京）石田　雄二

五段　②　（徳　島）白木恒二郎

四段　　　（神奈川）杉本　航輝

錬六　　　（秋　田）山﨑　　洵

三段　　　（三　重）和田　優人

五段　⑤　（奈　良）山田　侑希

錬六　　　（和歌山）田真佐義

六段　　　（長　崎）宮﨑　東平

五段　　　（広　島）本間　建成

錬七　　　（千　葉）軽米　拓麿

五段　　　（長　野）矢野　博之

五段　⑤　（岩　手）菅野　隆介

四段　③　（茨　城）松﨑賢士郎

五段　　　（大　阪）髙　　優司

錬六　④　（新　潟）木村　友哉

四段　　　（福　岡）甲斐　勇太

五段　　　（東　京）村冨　聖気

四段　　　（兵　庫）榮　　翔平

四段　　　（千　葉）本間　　渉

四段　　　（鹿児島）星子　啓太

四段　　　（北海道）佐賀　駿介

六段　　　（群　馬）金子　裕晃

五段　　　（埼　玉）泉　　和毅

三段　　　（香　川）岩部　　光

五段　　　（佐　賀）川﨑　輝士

五段　④　（宮　城）武田　直大

四段　　　（滋　賀）八木　聖真

錬六　②　（鳥　取）上田　大輔

三段　　　（愛　知）安藤　千真

四段　　　（山　梨）光石　理人

段位 氏　名選出県 出場
回数 段位氏　名 選出県

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

ド

メ

メ

メ
メ

メ

ツ

メド

ドコ

コメ
メ

コ

コ

メ

コ
コ

コ

コ

コ

コ

メ

メ

メ

メ

メ

コメ

コメ

メ

メ

メメ

メ

メ

メ

メ

メ

ツ

ツ

メ
メ

メ
メ

メ

メ

メ

メ メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ
メ

メ

メ

コ

コ

コ

ド

メメ

メメ

メメ

メメ

メ

メ

メ

メ

メ
メ

メ

コメ

メ

メ

コ

ツ

コメ

メメ

ココ

ド

コ

◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初

◯初◯初

◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初

◯初◯初

◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初◯初

◯初

◯初

◯初



13

第59回全日本女子剣道選手権大会

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

第
４
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
・
諸
岡

　温
子
（
東
京
）

藤井　梨衣（鳥　取）　　　三段

本川　愛梨（東　京）　　　六段

大西真奈未（兵　庫）　　　三段

山﨑　里奈（宮　崎）　②　四段

山村　貴恵（埼　玉）　　　五段

金子　遥花（愛　知）　　　三段

竹内　彩乃（富　山）　　　四段

須浪　優加（香　川）　　　三段

中野　美里（千　葉）　　　三段

大城　春佳（沖　縄）　　　四段

藤賀　玲奈（広　島）　　　四段

金田一裕美（岩　手）　②　六段

須坂　喜江（長　野）　⑪　教七

奥谷　茉子（大　分）　　　四段

杉本　咲妃（神奈川）　　　三段

中原　光紗（大　阪）　　　四段

岩本　瑚々（長　崎）　　　三段

相原　清乃（奈　良）　④　四段

加藤　由佳（秋　田）　⑫　六段

堀込　　望（群　馬）　　　五段

志藤　綾子（埼　玉）　⑤　五段

土居　裕佳（石　川）　④　四段

外山　菜緒（岐　阜）　　　三段

桜井陽奈子（東　京）　　　四段

紺本　　楓（大　阪）　　　四段

平山まりん（愛　知）　　　三段

大津ももか（福　岡）　　　三段

吉武　礼絵（千　葉）　　　三段

中島　郁子（新　潟）　　　錬六

小松　加奈（青　森）　⑤　四段

渡邊　　茜（愛　媛）　　　四段

海津みなみ（茨　城）　　　四段

出場
回数

四段　　　（北海道）福田安優子

三段　　　（熊　本）大西　莉央

三段　　　（東　京）松下　夏生

四段　②　（和歌山）松本　泉帆

三段　　　（兵　庫）深見　恵子

五段　⑥　（福　井）大西ななみ

四段　②　（島　根）菅原　悠佳

三段　　　（山　梨）内藤　　栞

三段　　　（滋　賀）堀　由美恵

三段　　　（徳　島）坪井　香歩

四段　　　（愛　知）竹内　祐貴

四段　⑤　（栃　木）竹中　美帆

四段　　　（千　葉）田添　千尋

二段　　　（山　口）池内　千乃

三段　　　（宮　城）鈴木　　碧

三段　　　（佐　賀）中村　日南

三段　　　（山　形）洒井　　紫

四段　②　（茨　城）濱田　裕佳

五段　　　（高　知）津野　暁美

四段　③　（新　潟）小川梨々香

七段　⑮　（静　岡）内田さくら

四段　　　（福　岡）新開　樹里

三段　　　（大　阪）素川　佳子

三段　　　（埼　玉）小川　真英

五段　②　（長　野）飯島　咲季

三段　　　（東　京）諸岡　温子

四段　　　（三　重）乗田　美紀

三段　　　（岡　山）水川　晴奈

三段　　　（福　島）上野　碧泉

錬七　⑬　（京　都）宮路早恵子

五段　⑤　（神奈川）齋藤　美紀

四段　③　（鹿児島）村田　桃子

段位 氏　名選出県 出場
回数 段位氏　名 選出県

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延 延
延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

メ

メ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

メ

メ

メ
コ

メ

メ

メ

メ

メ
メ

メ

メ
メ

メ

メ

コ

コ

コ

コ
コ

メ

メ

メ

コ

コ

メ

コメ

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初

◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初

◯初

◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初 ◯初

◯初

◯初

メ

コメ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メメ

メメ

メメ

メメ

メメ

メメ

メメ

メ

コ ド

ド

メメ

メメ

コメ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メメメ

メメ

メ

ココ

メメ

コメ

メ
メ

メ
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〈広告〉
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〈広告〉

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
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ニュース・全国高等学校柔道選手権大会

　

第
43
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
（
主
催
＝
全
日
本
柔
道
連
盟
︑
全
国
高

等
学
校
体
育
連
盟
）
が
３
月
19
︑
20
日
︑

日
本
武
道
館
で
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
︒
昨
年
の
42
回
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止
と
な

り
︑
今
大
会
も
首
都
圏
な
ど
で
２
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
︑
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
男
女

の
個
人
戦
を
無
観
客
で
開
催
し
た
︒

　

男
子
無
差
別
級
・
決
勝
で
は
︑
藤
本
偉

央
（
広
島
・
崇
徳
）
が
粘
り
強
い
試
合
運

び
を
見
せ
技
あ
り
で
優
勝
︒
女
子
の
無
差

別
級
・
決
勝
で
は
︑
橋
口
茉
央
（
佐
賀
・

佐
賀
商
業
）
が
内
股
す
か
し
で
優
勝
を
飾

っ
た
︒
選
手
た
ち
は
久
し
ぶ
り
の
全
国
大

会
で
試
合
が
で
き
る
喜
び
を
噛か

み
締
め
︑

精
い
っ
ぱ
い
の
力
を
振
り
絞
っ
て
い
た
︒

◇

　

大
会
は
全
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
459
名
（
男
子
231
名
、
女
子
228
名
）
が
出

場
（
東
京
な
ど
は
予
選
開
催
が
困
難
な
た

め
、
選
手
を
推
薦
）。
国
際
柔
道
連
盟
試

合
審
判
規
定
な
ら
び
に
全
国
高
体
連
柔
道

専
門
部
申
し
合
わ
せ
事
項
に
よ
り
、
試
合

時
間
は
３
分
。
19
日
に
女
子
５
階
級
、
20

日
に
男
子
５
階
級
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
行
わ
れ
た
。

　延長戦で長濱が担ぎにきたところを身長 179㌢体重
130㌔の巨漢・藤本が捲（まく）るように返技を放つ。
これが技ありになって藤本が勝利した

藤本偉央（上）　 技あり▲　　　長濱佑飛
（広島・崇徳）　（GS ３分 25 秒）　（埼玉・埼玉栄）

藤本偉央（広島・崇徳）が
粘りの返技で全国制覇

男
子
無
差
別
級

第 43回全国高等学校柔道選手権大会

▶男子無差別級・決勝
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　互いに激しい攻防を繰り広げて延長戦となり、指導差
により白金が辛勝。目には涙が浮かんでいた

白金宏都（右）　　Ⓚ僅差▲　　　金井拓真
（長野 • 佐久長聖）（GS ６分 12 秒）（群馬・桐生第一）

猪瀬真司（上）　◯一本背負投▲　　福田大和
（埼玉・埼玉栄）　　　（GS ７分）　　　（島根・平田）

　試合終了間際の田中の猛攻を凌（しの）ぎ、花岡が指導
差２により勝利。畳から降りると、思わず顔がほころんだ

花岡晴琉（右）　　Ⓚ僅差▲　　　田中龍雅　
（宮崎・延岡学園）　　 　（３分）　　（佐賀・佐賀商業）

　激しい組手争いで互いに指導は２。ともに後がなくなっ
たなか、試合開始７分、やや優勢だった猪瀬が鮮やかな一
本背負投を決める

▲男子 60㌔級・決勝

▼男子 73㌔級・決勝

▼男子 66㌔級・決勝
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ニュース・全国高等学校柔道選手権大会

◉
無
差
別
級
＝
藤
本
偉
央（
広
島
・
崇
徳
）

　
　
自
分
の
技
を
貫
い
て
勝
利

「
決
勝
の
相
手
の
長
濱
選
手
は
組
手
が
う

ま
く
負
け
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
自
分

の
技
で
攻
め
よ
う
と
最
後
ま
で
粘
り
優
勝

で
き
ま
し
た
。
最
後
は
勢
い
に
乗
っ
た
長

濱
選
手
に
入
ら
れ
た
の
で
、
反
対
に
返
し

た
ら
い
け
ま
し
た
。
優
勝
は
こ
れ
ま
で
の

努
力
が
実
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
憧

れ
は
73
㌔
級
の
大
野
将
平
選
手
で
す
。
大

野
選
手
の
よ
う
な
世
界
で
活
躍
で
き
る
選

手
に
な
り
た
い
で
す
」

◉
60
㌔
級
＝
白
金
宏
都（
長
野・佐
久
長
聖
）

　
　
一
本
を
取
る
柔
道
を
目
指
し
て

「
優
勝
で
き
て
嬉う
れ

し
い
で
す
。
学
校
の
先

生
に
は
一
本
を
取
る
柔
道
を
し
な
さ
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
会
で
は
勝
つ
柔

道
、
指
導
を
と
る
柔
道
を
し
て
し
ま
っ
た

の
で
、
そ
こ
が
こ
れ
か
ら
の
改
善
点
で

す
。
垣
田
恭
兵
選
手
は
昔
か
ら
手
本
に
し

て
き
た
選
手
で
憧
れ
で
す
。
そ
の
親
族
で

あ
る
垣
田
監
督
を
慕
っ
て
兵
庫
県
の
夙
川

高
校
か
ら
長
野
県
の
佐
久
長
聖
高
校
に
転

校
し
ま
し
た
。
夙
川
高
校
で
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
阿
部
詩
選
手
と
一

緒
の
環
境
で
練
習
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
も
阿
部
選
手
の
よ
う
に
五
輪
の
舞

台
を
目
指
し
た
い
で
す
」

◉
66
㌔
級
＝
猪
瀬
真
司（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

　
　
投
げ
る
柔
道
を
貫
い
て
宿
敵
に
勝
利

「（
決
勝
戦
の
相
手
の
）
福
田
選
手
は
中

学
時
代
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
で
す
。
全
国
中

学
校
体
育
大
会
と
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
で
２
回
負
け
て
い
る
の

で
、
今
回
は
と
に
か
く
前
に
出
て
投
げ
て

一
本
を
決
め
る
と
決
意
し
て
い
ま
し
た
。

勝
て
て
嬉
し
い
で
す
。
自
分
の
ス
タ
イ
ル

は
投
げ
て
勝
つ
柔
道
、
泥
臭
く
勝
つ
こ
と

で
す
。
最
後
は
何
度
も
練
習
し
た
一
本
背

負
が
自
然
に
出
て
ま
し
た
。
昨
年
の
大
会

が
中
止
に
な
っ
た
時
に
仕
方
な
い
と
開
き

直
り
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
な
ど
基
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
メ
ン
タ
ル
の
部
分
で
も
成
長

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
勝
利
を
講
道

館
杯
な
ど
次
に
繋つ
な

げ
た
い
で
す
」

◉
73
㌔
級
＝
花
岡
晴
琉（
宮
崎・延
岡
学
園
）

　
　
井
上
康
生
監
督
の
内
股
を
目
指
し
て

「
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
で
は
攻
め

て
一
本
を
と
る
柔
道
を
心
が
け
ま
し
た
。

そ
れ
を
貫
い
た
こ
と
が
優
勝
に
繋
が
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
１
年
は
乱
取
り

が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ど
こ

が
悪
い
の
か
確
認
し
な
が
ら
打
ち
込
み
を

黙
々
と
行
い
ま
し
た
。
憧
れ
の
選
手
は
井

上
康
生
全
日
本
男
子
監
督
で
す
。
井
上
監

督
の
よ
う
な
相
手
が
ふ
わ
っ
と
浮
く
よ
う

な
き
れ
い
な
内
股
を
理
想
と
し
て
磨
き
上

げ
て
き
ま
し
た
。
次
は
高
校
ラ
ス
ト
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
を
し
た
い
で
す
」

◉
81
㌔
級
＝
長
澤
篤
希（
静
岡・静
岡
学
園
）

　
　
得
意
な
寝
技
を
活い

か
し
て
優
勝

「
初
め
て
の
日
本
武
道
館
で
し
た
が
、
無

観
客
だ
か
ら
か
緊
張
は
せ
ず
楽
し
ん
で
柔

道
が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
の
相
手
の
東
郷

選
手
も
強
い
選
手
で
し
た
が
思
い
切
っ
て

や
り
ま
し
た
。
最
後
は
得
意
の
寝
技
の
チ

ャ
ン
ス
を
活
か
せ
た
と
思
い
ま
す
。
中
学

で
は
全
国
中
学
校
体
育
大
会
３
位
に
と
ど

ま
り
悔
し
い
思
い
を
し
て
高
校
生
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
が

で
き
ず
に
や
き
も
き
す
る
時
も
あ
り
ま
し

た
。
開
き
直
っ
て
私
と
同
じ
81
㌔
級
の

佐
々
木
健
志
選
手
な
ど
う
ま
い
選
手
の
動

画
を
暇
が
あ
れ
ば
見
て
研
究
し
ま
し
た
。

最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
連
覇
を
目
指
し

た
い
で
す
」

　長澤が送襟絞で延長戦を制した

長澤篤希（右）　　◯送襟絞▲　　東郷丈児
（静岡・静岡学園）（GS ４分 7 秒）（鹿児島・鹿児島情報）

■
男
子
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

▶男子 81㌔級・決勝
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　激しい攻防のなか、とっさの内股すかしで橋口が勝利。佐賀商
業のメンバーが号泣しながら橋口の勝利をたたえた

橋口茉央（上）　◯内股すかし▲　　椋木美希
（佐賀・佐賀商業）　（１分 30 秒）　（岡山・創志学園）

　１年生同士の対決。試合時間残り１分で池田が背負投で技あり
を奪取。試合はそのまま終了して池田が勝利した

池田湖音（左）　 技あり▲　　近藤美月
（埼玉・埼玉栄）　　（３分）　　（佐賀・佐賀商業）

▼女子無差別級・決勝

▲女子 48㌔級・決勝

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

相
撲
は
塔
尾
武
夫
、
住
吉
和
則
、
下
村
勝
彦
、

安
井
和
男
の
４
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁



ニュース・全国高等学校柔道選手権大会

　高校１年生の新井が小外掛で一本勝

新井心彩（左）　◯小外掛▲　　塩原未々
（埼玉・埼玉栄）　（１分 44 秒）　（長野・松商学園）

　繰り出した足技はポイントにはならなかったもの
の、延長戦に入り指導差によって石岡が優勝した

石岡来望（下）　Ⓚ僅差▲　　鹿歩夏
（岡山・創志学園）（GS ５分 53 秒）（佐賀・佐賀商業）

　先に技ありを取られた江口が試合後半、井田が担ぎにきたとこ
ろを得意の送襟絞で逆転勝ち

江口凛（上）　◯送襟絞▲　　井田侑希
（神奈川・桐蔭学園）　（２分 21 秒）　（埼玉・児玉）

（
写
真
は
全
て
代
表
提
供
）

▼女子 52㌔級・決勝

▼女子 57㌔級・決勝

▲女子 63㌔級・決勝
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【大会結果】
▶男子個人
60㌔級＝①白金宏都（⻑野・佐久⻑聖）②金井拓真（群馬・桐生第一）③五十嵐健太（神奈川・桐蔭学園）、

林壮真（東京・明大中野）
66㌔級＝①猪瀬真司（埼玉・埼玉栄）②福田大和（島根・平田）③秋田伯（滋賀・比叡山）、工藤泰輝（東

京・修徳）
73㌔級＝①花岡晴琉（宮崎・延岡学園）②田中龍雅（佐賀・佐賀商業）③平野蒼空（神奈川・桐蔭学園）、

大搗弘晟（兵庫・神港学園）
81㌔級＝①⻑澤篤希（静岡・静岡学園）②東郷丈児（鹿児島・鹿児島情報）③⻑谷川環（東京・日体

大荏原）、岡元美乃合（大阪・東海大大阪仰星）
無差別級＝①藤本偉央（広島・崇徳）②⻑濱佑飛（埼玉・埼玉栄）③入耒巨助（岐阜・中京）、桑原悠

吾（福岡・福岡大大濠）
▶女子個人
48㌔級＝①池田湖音（埼玉・埼玉栄）②近藤美月（佐賀・佐賀商業）③⻄ノ内智優（山梨・富士学苑）、

原田瑞希（大分・柳ヶ浦）
52㌔級＝①新井心彩（埼玉・埼玉栄）②塩原未 （々⻑野・松商学園）③落合倖（広島・沼田）、山下葵生（兵

庫・武庫川女子大附）
57㌔級＝①江口凛（神奈川・桐蔭学園）②井田侑希（埼玉・児玉）③山本空（大阪・東大阪大敬愛）、

奥井花奈（愛知・愛知真和学園大成）
63㌔級＝①石岡来望（岡山・創志学園）②鹿歩夏（佐賀・佐賀商業）③矢澤愛理（⻑野・松商学園）、

徳田和華（東京・淑徳）
無差別級＝①橋口茉央（佐賀・佐賀商業）②椋木美希（岡山・創志学園）③稲葉千皓（東京・国士舘）、

星野七虹（神奈川・桐蔭学園）

ぶ
り
の
全
国
大
会
で
し
た
の
で
絶
対
勝
と

う
と
思
い
ま
し
た
」

◉
57
㌔
級
＝
江
口
凛（
神
奈
川・桐
蔭
学
園
）

　
　

将
来
は
世
界
で
活
躍
す
る
選
手
に

「
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
改
善
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
技
有
を
奪
わ
れ
残
り

１
分
し
か
な
く
、
寝
技
で
行
く
し
か
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
し
っ

か
り
勝
っ
て
、
将
来
は
パ
リ
五
輪
な
ど
世

界
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
き
た
い
で
す
」

◉
63
㌔
級
＝
石
岡
来
望（
岡
山・創
志
学
園
）

　
　

痛
み
を
堪こ
ら

え
て
勝
ち
と
っ
た
優
勝

「
今
ま
で
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
勝
ち
き

れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
決
勝
は
『
左
手

に
痛
み
が
あ
る
け
ど
や
る
し
か
な
い
。
こ

こ
ま
で
き
た
ら
絶
対
日
本
一
に
な
る
』
と

決
め
て
戦
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
練
習

で
は
、
組
合
が
で
き
ず
に
き
つ
か
っ
た
で

す
が
、
先
生
の
指
導
の
お
か
げ
で
よ
り
強

く
な
れ
ま
し
た
」

◉
無
差
別
級
＝
橋
口
茉
央（
佐
賀・佐
賀
商
業
）

　
　

み
ん
な
の
気
持
ち
を
背
負
っ
て

「
佐
賀
商
業
の
ほ
か
の
階
級
の
メ
ン
バ
ー

が
決
勝
で
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
絶
対
と

っ
て
や
ろ
う
と
決
勝
に
臨
み
ま
し
た
。
狙

っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
内
股
す
か

し
が
か
か
り
ま
し
た
。
今
日
は
一
戦
一

戦
、
自
分
の
柔
道
を
や
れ
ば
行
け
る
、
自

分
が
一
番
強
い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
優

勝
を
次
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」

◉
48
㌔
級
＝
池
田
湖
音（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

　
　

思
い
き
り
出
し
切
っ
た
背
負
投

「
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
最
後
の

試
合
な
の
で
絶
対
勝
と
う
と
思
い
ま
し

た
。
思
い
き
り
出
し
た
背
負
投
が
し
っ
か

り
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
は

世
界
を
目
指
し
た
い
で
す
」

◉
52
㌔
級
＝
新
井
心
彩（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

　
　

久
し
ぶ
り
の
大
会
で
意
気
込
ん
だ

「
や
っ
ぱ
り
、
技
あ
り
よ
り
一
本
を
取
る

の
が
気
持
ち
い
い
で
す
。
投
技
を
狙
っ
て

い
た
の
で
、
小
外
掛
を
狙
っ
て
い
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
３
年
以
来
の
久
し

■
女
子
優
勝
者
コ
メ
ン
ト

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

向
井
幹
博
（
む
か
い

　み
き
ひ
ろ
）
著

公
益
財
団
法
人
講
道
館
道
場
指
導
部
課
長

〈
目
次
〉

第
１
部
　
解
説
編

　
第
一
章
　
少
年
柔
道
は
柔
道
指
導
の
原
点

　
第
二
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
三
章
　
技
の
指
導

　
第
四
章
　
教
育
の
中
の
柔
道

　
第
五
章
　
指
導
の
工
夫

　
第
六
章
　
少
年
規
定
の
変
遷
と
問
題
点

　
第
七
章
　
柔
道
の
安
全
指
導

　
第
八
章
　
東
日
本
大
震
災
へ
の
講
道
館
の
対
応

　
第
九
章
　
少
年
柔
道
の
未
来
の
た
め
に

第
２
部
　
実
技
編

　
第
一
章
　
礼
法
の
指
導

　
第
二
章
　
受
け
身
の
指
導

　
第
三
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
四
章
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
指
導

　
第
五
章
　
柔
道
の
練
習
法

　
第
六
章
　
投
技
の
指
導

　
第
七
章
　
固
技
の
指
導

　
少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

好評発売中！
Ａ
５
判
・
並
製
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
・
４
１
４
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に
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